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第 71 回年次大会・代議員総会 選挙管理委員会から報告

■ 開催日時  2025 年 4月 12 日 ( 土 )  代議員会 14:00-16:30
　・会場運営準備 12:00-13:00　・代議員登録 13:00~13:50　・投票会場及び開票会場設営 14:00~13:00

■ 開催会場　ビジョンセンター東京京橋 4階 ( 代議員総数 388 名・登録 335 名 )
　・代議員総会会場 401 号室  ・登録受付会場 402 号室  ・選挙投票会場 402 号室  ・開票会場 403 号室

代議員総数 388名・当日代議員登録 335名

選挙結果 次期ガバナー選挙 及び 決議投票

次期ガバナー立候補者 東京江戸川 LC  L 上野繫幸 329 304 23 2

投票総数 信任

信任

信任

信任

決議
承認

江戸川 LC提案 決定

不信任 無効及び白票

投票総数 賛成 反対 無効及び白票

次期第 1副地区ガバナー立候補者 東京数寄屋橋 LC  L 江端貴子 329 311 17 1

次期第 2副地区ガバナー立候補者 東京豊新 LC  L 高木千明 329 297 29 3

2025-2026年度 賛助会員の地区費を1メンバー1か月100円とする 329 224 99 6

2025-2026年度 330-A 地区アクティビティ・スローガンの件 心をひとつに オール Tokyo

驚愕した 330-A 地区の現状 !! 
代議員総数 388 名 → 当日登録代議員数 335 名 ( 記憶の限り、過去最低 )
代議員にもかかわらず、当日不参加 53 名、非常に寂しい限りです。 
華々しく、全日本の盟主として君臨、あらゆる面で一目を置かれた 330-A 地区 「華の 330-A 地区」過去を懐かしんでも、
今を否定しても、仕方ありません。
亡き、東京渋谷 LC 所属・国際第 1 副会長「L 小川清司」の叫ばれた言葉 「チェンジ」と「チャレンジ」の精神が、今、
全メンバーに必要です。 より一層「We Serve」と「ライオンズ道徳綱領」の下に集う事が求められます。
終わりに、皆様のご協力で、無事終える事が出来ました。 会場設営から選挙実務運営までお手伝いいただき 心より御礼
申し上げます。

選挙管理委員会 委員長 L屋代誠一
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一斉ゴミ拾いアクティビティ
第75回全関東夢街道駅伝競走大会

森
亮
介
ガ
バ
ナ
ー
掲
げ
る
東
京
都
内
の
各
駅
周
辺

の
一
斉
清
掃
を
掲
げ
て
お
り
、今
期
の
メ
イ
ン
ア
ク
テ

ィ
ビ
テ
ィ
の
一つ
と
し
て
お
ら
れ
ま
す
。第
7
5
回
全

関
東
夢
街
道
駅
伝
競
走
大
会
の
開
催
に
合
わ
せ
て
、

「
第
2
回
一
斉
ゴ
ミ
拾
い
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
」と
銘
打
っ

て
、一
斉
清
掃
が
実
施
さ
れ
た
。ま
た
、東
京
都
か
ら

ご
後
援
を
賜
り
、東
京
都
の
H
P
の
海
ご
み
ゼ
ロ
ア

ク
シ
ョ
ン
の
特
設
サ
イ
ト（
※
）に
告
知
が
な
さ
れ
、事

前
に
広
く
活
動
内
容
が
知
れ
渡
る
こ
と
に
な
っ
た
。

早
朝
の
寒
い
中
、J
R
八
王
子
駅
北
口
の
ス
タ
ー
ト

地
点
で
は
、カ
テ
ゴ
リ
ー
別
に
分
か
れ
て
、ス
タ
ー
ト

の「
号
砲
」が
5
分
お
き
に
3
発
ほ
ど
鳴
っ
た
。八
王

子
い
ち
ょ
う
L
C
か
ら
も
駅
伝
チ
ー
ム
が
参
加
し
、

帽
子
の
上
に
可
愛
ら
し
い
小
さ
な
ラ
イ
オ
ン
の
マ
ス

コ
ッ
ト
を
乗
っ
け
て
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
広
報
に
一

役
買
う
こ
と
に
な
っ
た
。

ま
た
、ス
タ
ー
ト
後
の
9
時
4
5
分
頃
に
は
、八
王

子
い
ち
ょ
う
L
C
の
メ
ン
バ
ー
、1
4
R
1
Z
の
メ
ン

バ
ー
は
も
と
よ
り
、森
ガ
バ
ナ
ー
と
森
幹
事
団
の
メ

ン
バ
ー
、石
井
元
ガ
バ
ナ
ー
、近
藤
元
ガ
バ
ナ
ー
、そ
し

て
桑
都
L
C
の
学
生
支
部
の
メ
ン
バ
ー
7
名
な
ど
の

豪
華
な
メ
ン
バ
ー
が
J
R
八
王
子
駅
周
辺
に
集
結
し

た
。森
ガ
バ
ナ
ー
は
、Z
O
O
M
の
配
信
に
よ
る
方

法
で
、地
区
内
全
ク
ラ
ブ
宛
に
、一
斉
清
掃
開
始
の
合

図
と
し
て
熱
い「
号
砲
」を
鳴
ら
し
た
。

駅
伝
大
会
と
清
掃
活
動
終
了
後
は
、京
王
プ
ラ
ザ
ホ

テ
ル
八
王
子
に
て
慰
労
懇
親
会
が
実
施
さ
れ
、森
ガ

バ
ナ
ー
も
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
大
成
功
に
ご
満
悦
の

様
子
で
あ
っ
た
。駅
伝
大
会
や
清
掃
活
動
を
通
じ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の「
夢
」の
道
筋
が
つ
け
ら
れ
た
こ
と
で
し

ょ
う
。

※ https://www.tokyokankyo.jp/umigomi- zeroaction/activities/

開催日 :2025 年 2 月 9 日　於 :JR 八王子駅周辺一帯　撮影記録・記事作成 : 広報・IT 委員会副委員長  L 阿部清彦
撮影協力 : キャビネット副幹事  L 乙幡直樹　八王子いちょう LC  L 松本万紀
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vol.2  会員増強への挑戦
会員増強成功事例

成長の秘密を解き明かす

会員減少時代に13名の新規入会を達成

スバルLC 13名の新規入会者インタビュー
取材  ・ 記事執筆　東京スバルLC L三代 勝之

スバルLCは3月例会において13名の新規入会式を行いました。 
どのようなキッカケで、どのような働きかけやアプローチによって この成長を成し遂げたのか、
第一弾に続いて特集第二弾です。

坂西スバルLC22期会長と13名の新規入会者 (2025年3月12日例会  リーガロイヤルホテルにて)

特集第一弾 「森ガバナー×中井元地区ガバナー対談」

①  世間のイメージ
② 入会の動機
③ 実践できるヒント

この記事の見どころ
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新入会員たちの声 : キッカケや入会前後のイメーシ

Q1, ライオンズクラブ入会のきっかけ
Q2, 入会前のライオンズクラブのイメー シ
Q3, ライオンズクラブでやりたいこと

L 荒井 柚帆 (あらい ゆずほ)

Q1, 林Lから新宿活動について知り、 街中でLCが寄贈した像やデザインを拝見したこともあり、どのような方  
　   々 が活動して いるのか興味がありました。
Q2, ご高齢の方が厳かに物事を決めているような少し怖いイメージ。 
Q3, どこに何に困っているが方がいて、 何ができるのかを考え実行していきたいです。 

L 石田 智大 (いしだ ともひろ)

Q1, 中田Lからのご縁でお会いした 泊Lのお人柄に感銘したため。
　   そして志の高いメンバーとの交流を持つため。
Q2, 記念碑などを通じて子供のころ から存在は知っていましたが、地元の名士しか入れないと思っていました。
Q3, モリンガ事業を通じて、子供の為に 何かしてあげたいと考えています。

L 岡崎 菜穂子 (おかざき なおこ)

Q1, ゲスト参加でスバルLCの精力的な考えや活動に魅力を感じたため。
Q2, 奉仕活動をされている団体とは 知らず、異業種交流会の一つかなと思って いました。
Q3, 奉仕活動を通じて、社会に対して 私にできることは何かを考えていきたいと思います。

L 田中 一正 (たなか かずまさ)

Q1, 家内からの紹介でゲスト参加。
　   より良い世界にしたいと願うとてもフレンド リーな先輩方がいらっしゃると感じたため。
Q2, 幼少期、住んでいた街にもLC は有りましたが、ミステリーなイメーシでした。
Q3, 多くの仲間と知り合い、共感・協力し 社会を活気のある良い方向へ動かすキッカケに。

L 井比 恵子 (いび けいこ)

Q1, 社会貢献に関心があり、地域社会のために自分ができることを探していたところ、
　   ご縁をいただき入会しました。
Q2, 奉歴史ある団体で格式が高く、限られた人たちの集まりという印象。
Q3, 伝統文化を活かした社会貢献活動。例えば、茶道を通じた心の豊かさの提供など。

L 長谷川 由美 (はせがわ ゆみ)

Q1, 信頼するビジネスパートナーの経営者様からのご紹介。
Q2, 事業を成功された60代以上の男性経営者がボランティア中心に社会貢献をする会。
Q3, ランティア経験や支部の立ち上げ や活性化に貢献したいです。
　   会員、ゲスト、様々な方 と々交流もより深めたいです。
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L 植木 智起 (うえき ともき)

Q1, 多業界の方 と々信頼関係を築き社会貢献だけでなく、ビジネスにも活きる 場だと知り、興味を持ちました。
Q2, 「年配の方が多く、伝統的な団体」というイメージが強く、他の交流会との違いが分かりませんでした。
Q3, 新しい社会貢献やビジネスの可能 性を探る場を創出したいです。

L 高松 由美 (たかまつ ゆみ)

Q1, 女性の社会進出に伴い、見えない天井や期待と現実のギャップに悩 む女性管理職や管理職候補を
　   サポート していきたいと考えていた時、新設支部 で同様のサポートを検討中と知ったため。
Q2, 敷居が高く自分には関わることがな いと感じていました。
　   しかし、独立して自身が目指す社会の在り方と通じる点があり、衝撃を受けております。
Q3, できることを模索していきたいです。

L 丸山 朋子 (まるやま ともこ)

Q1, 信頼している行政書士の中田Lからお誘いをいただいたため。
Q2, 義理の父がラインオンズのメン バーであったこともあり、
　   ボランティアを している団体という認識は昔からありま した。
Q3, 過去に経験した個人的なボラン ティアとも違う経験も出来そうで楽しみです。

L 岡野 早苗 (おかの さなえ)

Q1, 人脈を広げたく、ゲスト参加時には普段お会いする機会がないような様々な年代の方々がいらして、
　   とても仲 もよく、成長できる場だと感じたため。
Q2, 名前は存じてましたが、少し怖いイメーシもあり、何をする団体か知りませんでした。
Q3, 私にできることは何かを考えなが ら、皆さまとともに活動していきたいです。

L 遠藤 秀樹 (えんどう ひでき)

Q1, 幼少期にガス・電気・水道が止まり、借金取りが訪問する厳しい家庭環境に妹と2人で育ち、親族ではな

　   く親友や外国籍の家族に助けられた経験から、自分は子供たちに同じ苦労をさせた くないと決意。

　   当時、恩を受けた先生に「私ではなく、未来ある若者や子供達に恩送りしてくれたら嬉しい」との言葉と

　   中田Lとのご縁を経て、ライオンズクラブへの入会を決意しました。

Q2, 21~23歳の頃、アットホームな雰囲気のステーキ屋で働いていた際、上場企業の会長と交流する中でロー

　   タリークラブの存在を知りました。その後、ライオンズクラブの名前も耳にしましたが、当初は「お金持ちが

　   集まる場所」という印象で、自分が関わるとは全く考えていませんでした。

Q3, 本人は、人々が自然と笑顔になり、心から「ありがとう」を言い合える感謝の輪を世界中に広げることを

　   目標にしています。具体的には、子供たちの未来を支える事業として、AI、海外、日本文化の融合や、 電子

　   書籍事業、AIスクール、ゲームを使った教育、子供食堂などを推進中です。

　   また、地方での無農薬野菜ドレッシングの販売や、食文化・農業の普及、福井県や各地域の日本文化の

　   発信にも取り組み、海外ボランティアや病院建設(バングラデシュとの協力)なども進めています。これら

　   多岐にわたるプロジェクトを通じて、地域活性化や若者支援、日本文化の国際発信を実現し、最終的に

　   は明るい未来と希望に満ちた世界を築くために、先輩方や仲間の支援を切望しています。
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L 天谷 岳雅 (あまや たかまさ)

Q1, 海外貿易の仕事を通じて「人とのつながりが価値を生む」と実感し、国内外のネットワークの重要性を認識
　   していた中、ライオンズクラブが様々な業界の方 と々の信頼関係を築き、ビジネスと社会貢献の両面で活動
　   できる場であると知り、入会を決意しました。インド向け貿易プロジェクトでの経験からも、国内で多様な
　   交流があればプロジェクトが円滑に進むと感じたことや、若い世代が社会貢献に取り組む環境が整ってい
　   る点に魅力を感じたのが背景です。
Q2, 入会前は「年配中心の伝統的な団体で、社会奉仕がメインでビジネスの話はできない」という印象でした。
　   しかし、参加してみると、幅広い世代と業界の人々が活発に交流しており、ビジネスの話もオープンにで
　   きる「信頼できる仲間の場」だと実感。特に異業種との交流から新たな視点やビジネスチャ ンスを得ら
　   れる点が大きな魅力となっています。
Q3, 1.2億人の日本市場のみならず、70億人の海外市場に対し、海外貿易の経験を活かし て日本の優れた製
　   品や文化、地域の魅力を国内外に発信するプロジェクトを推進し、地域経済の活性化に貢献したいと考
　   えています。 具体的には、地方の職人や生産者と連携した海外展示会やオンライン販売、若手向けの
　   貿易セミナー、異業種交流会の活性化、さらには講演会やワークショップ、グループワーク、分科会など
　   を通じて実践的な学びの場を提供する計画です。ライオンズクラブは、単なる奉仕活動の場ではなく、異
　   なる価値観を持つ 仲間との出会いや新たな視点の獲得ができる貴重な場であり、これらの活動を通し
　   て若手を中心により多 くの人々にその魅力を伝え、国内外の架け橋となることを目指しています。

他クラブでも実践できる4つのこと

・ 会員増強に対するリーダーシップ
・ 支部の活用

・ 二次会事前告知など例会以外の場の活用
・ 入会時のハードルを下げる工夫

まとめ
「既存の枠組みを柔軟に見直す勇気」の重要性も感じると同時に、新規入会者のインタビューからは、実態に対す
る世間とのギャッフが明らかになりました。このギャップこそ、私たちが積極的に埋めるべき課題です。実態をより
伝えるための機会の創出や予算の最適化、SNSなどを活用した現代的なコミュニケーション戦略の構築もその一
つと考えられます。そして現代の子供に接する際には「将来のライオン」としての視点を持つことが『長期的な会員
増強』の一手となるのではないでしょうか。
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東京新都心ライオンズクラブ共催

第 14 回防災フェア&チャリティーイベント開催報告

2
0
2
5 

年 

3 

月 

9 

日（
日
）

1
0
時
3
0
分
〜
新
宿
中
央
公
園

「
水
の
広
場
」に
て
サ
イ
レ
ン
音
が
鳴

り
響
き
参
加
者
全
員
に
よ
る
黙
祷

を
皮
切
り
に
第
1
4
回
防
災
フ
ェ

ア
&
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
2
0
1
1
年
3

月
1
1
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大

震
災
の
復
興
支
援
を
目
的
と
し
て
、

翌
年
の
2
0
1
2
年
の
3
月
よ
り

新
都
心
L
C
が
中
心
と
な
り
、各

ク
ラ
ブ
へ
お
声
が
け
を
し
て
開
催
す

る
よ
う
に
な
っ
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ

ベ
ン
ト
で
す
。町
内
団
体
と
各
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
被
災

地
へ
支
援
を
し
て
頂
く
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

主
催
は
西
新
宿
角
三
町
会
で
、当

時
町
会
長
だ
っ
た
当
ク
ラ
ブ
の
L

廣
川
貞
雄
が
町
会
に
協
力
要
請
し
、

新
都
心
L
C
は
共
催
と
し
て
主
に

3
3
0-

A
地
区
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
へ
の
協
力
の
お
願
い
と
当
日
の

参
加
の
呼
び
か
け
な
ど
を
主
と
し

て
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。1
4
回

目
を
迎
え
、多
く
の
ク
ラ
ブ
の
賛
同

を
得
て
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
も
そ
も
新
都
心
L
C
は
新
宿
西

口
の
地
元
と
の
共
存
を
図
り
、地
域

の
活
性
化
に
尽
力
す
る
た
め
の
活

動
も
積
極
的
に
行
っ
て
き
た
経
緯

が
あ
り
、こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し

た
背
景
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。東
日

災
訓
練
を
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。更
に
起
震
車
、け
む
り
ハ
ウ
ス
、

放
水
体
験
な
ど
い
ざ
と
い
う
時
の

た
め
に
、命
を
守
る
力
を
身
に
つ
け

る
貴
重
な
体
験
が
盛
り
だ
く
さ
ん

で
し
た
。新
宿
区
危
機
管
理
課
に
よ

る
防
災
啓
発
活
動
を
お
子
様
も
含

め
多
く
の
方
に
体
験
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。献
血
・
骨
髄
バ
ン
ク
登

録
を
同
時
開
催
し
ま
し
た
。毎
年 

1
0
0
名
前
後
の
皆
様
に
献
血
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。ま
た
、ス

テ
ー
ジ
に
お
い
て
町
会
の
皆
さ
ん
を

は
じ
め
多
方
面
よ
り
来
て
い
た
だ
い

た
高
校
生
・
芸
人
・
ラ
イ
オ
ン
ズ
関

係
の
演
目
も
楽
し
み
の
一つ
と
な
っ

て
い
ま
す
。

新
都
心
L
C
と
し
て
は
こ
の
先
も

継
続
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
し
て
、地

元
町
会
と
一
緒
に
続
け
て
い
き
た
い 

と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

参
加
ク
ラ
ブ
か
ら
も「
出
展
し
た
事

で
他
ク
ラ
ブ
と
の
交
流
は
も
と
よ

り
、ク
ラ
ブ
内
の
活
性
化
に
も
繋
が 

り
、と
て
も
良
い
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
で

あ
っ
た
と
思
う
」と
の
声
も
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

来
年
も
開
催
す
る
予
定
で
す
の
で
、

ご
興
味
を
持
た
れ
た
ク
ラ
ブ
の
皆

様
の
積
極
的
な
ご
参
加
を
お
待
ち

本
大
震
災
よ
り
1
4
年
が
過
ぎ
、

徐
々
に
復
興
も
進
ん
で
い
る
こ
と

と
思
わ
れ
ま
す
。

当
初
は
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援

の
み
で
お
願
い
し
て
い
た
の
で
す
が
、

こ
こ
最
近
の
日
本
各
地
で
発
生
し 

た
災
害
状
況
を
鑑
み
、幅
広
い
災
害

支
援
と
し
て
防
災
フ
ェ
ア
の
趣
旨

を
更
新
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。初
回

よ
り
参
加
い
た
だ
い
て
い
る
協
力
ク

ラ
ブ
様
も
あ
り
、当
日
は
天
候
に
も

恵
ま
れ
、森
ガ
バ
ナ
ー
を
は
じ
め
多

く
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。

体
験
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
は
、東
京
都

に
一
台
し
か
な
い
V
R
防
災
体
験
車

（
愛
称
V
R
B
O
S
A
I
）に
て 

3
6
0
度
の
立
体
映
像
と
揺
れ
・

風
圧
・
熱
な
ど
の
演
出
に
よ
る
こ
れ

ま
で
に
な
い
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
防

し
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
、後
援
ご
協
力
を
頂
き
ま

し
た
皆
様
、参
加
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー

の
皆
様
に
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
成
功
の 

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

東
京
新
都
心
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ 

防
災
フ
ェ
ア
実
行
委
員
長

L 

髙
橋
 昌
幸
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催
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。
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催
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。
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催
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催
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ラ
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迎
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ラ
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。
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催
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献
血
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。ま
た
、ス

テ
ー
ジ
に
お
い
て
町
会
の
皆
さ
ん
を

は
じ
め
多
方
面
よ
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テ
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ラ
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ラ
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。
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本
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支
援

の
み
で
お
願
い
し
て
い
た
の
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が
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各
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状
況
を
鑑
み
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広
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と
し
て
防
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の
趣
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を
更
新
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
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よ
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参
加
い
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だ
い
て
い
る
協
力
ク

ラ
ブ
様
も
あ
り
、当
日
は
天
候
に
も

恵
ま
れ
、森
ガ
バ
ナ
ー
を
は
じ
め
多

く
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。

体
験
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ー
と
し
て
は
、東
京
都

に
一
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か
な
い
V
R
防
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車

（
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V
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）に
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の
立
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像
と
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れ
・

風
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・
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な
ど
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に
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る
こ
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で
に
な
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臨
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感
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れ
る
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て
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。
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に
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を
頂
き
ま

し
た
皆
様
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加
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の
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に
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テ
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GST 子どもの未来応援委員会

交流会
2 月 19 日にアルカディア市ヶ谷で児童養護施設とライオンズクラブとの交流会を開催致しました。 
当日は児童養護施設の施設長さん 48 名とライオンズクラブも 50 クラブ 112 名及び行政関係者を合わせて総
数164名の参加を頂きました。交流会の前半はパネルディスカッションによるシンポジウムを開催致しまし
た。東京全域 54 の児童養護施設から 6 ブロックのブロック長の施設長の先生をパネラーとしてご登壇頂きま
した。事前アンケートを基に交流、就職支援、卒業生支援のテーマ毎に現場のニーズに即したご意見を頂き
とても有意義なシンポジウムになりました。後半は懇親会及び交流会で各地域毎に施設長先生とライオンズ
メンバーを同じテーブルにして交流を図れる様に企画しました。この交流会後に同じテーブルの児童養護施
設と近隣のライオンズクラブと新たな交流が始まった事例の報告を複数頂いています。この交流会により多
くのメンバーの方に児童養護施設の支援の意義を認識して頂ければ幸いです。
皆様のご協力に感謝致します。
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職業体験フェア
4 月 2 日に浜松町の東京都貿易センター浜松町館で児童養護施
設とキッズドアの子供達を対象に職業体験フェアを開催致し
ました。当日は引率者含めて児童養護施設から138名キッズド
アから202名合わせて340名の参加がありスタッフ、ブース参
加者合計で520名以上の大イベントとなりました。会場には鉄
筋の組み立て、畳の製作、メークアップ指導、オリジナル名
刺の作成等の28のブースが並び、参加した子供達は大喜びで
行列を作り体験していました。引率された児童養護施設の施
設長の感想には「とてもいい体験の機会を作ってくれてあり
がとうございます。子供達の中には就職したいという子もい
ますので是非来年も企画してください。」という声もありご好
評頂きました。来期も継続出来ればいいと思います。
皆様のご協力ご支援に感謝申し上げます。
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2024.11.02

第51回 町田市障がい者スポーツ大会

https://330a.jp/club/20250102-1.html

東京町田LC

CLUB ACTIVITY

2025.01.18 / 19

中央大学多摩キャンパスで献血会

https://330a.jp/club/20250112-1.html

東京白門LC

2024.11.30

地域に根ざしたアクティビティ ~防災訓練~

https://330a.jp/club/20250107-1.html

東京新橋LC

2025.01.17

四クラブ合同新年祈祷と直会

https://330a.jp/club/20250121-2.html

2024.12.18

音楽会アクティビティ

https://330a.jp/club/20250121-1.html

東東京銀座LC

2025.01.18

渋谷区立幡代小学校薬物乱用防教室開催

https://330a.jp/club/20250121-3.html

東京蒼天LC
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CLUB ACTIVITY
2025.01.25

多摩市立蓮光寺小学校にて
薬物乱用防教室を開催
https://330a.jp/club/20250127-1.html

東京蒼天LC2025.01.23

https://330a.jp/club/20250123-1.html

東京蒼天LC

2025.06.20 予告PR

最新トレンドセミナー・第一弾「健康寿命をいかに伸ばすか!」
16:00-20:00 セミナー・懇親交流会
https://330a.jp/club/20250203-2.html

東京六本木LC2025.01.20 - 24

市ヶ谷 防衛省内献血アクティビティ

https://330a.jp/club/20250130-1.html

東京麻布LC

2025.02.05

https://330a.jp/club/20250205-1.html

東京蒼天LC

江東区立南陽小学校にて薬物乱用防教室を開催

2025.01.26

献血奉仕活動

https://330a.jp/club/20250207-1.html

東京三軒茶屋LC

多摩市立西落合小学校薬物乱用防教室を開催
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CLUB ACTIVITY
2025.03.15

SUPER FUN BASEBALL in 能登

https://330a.jp/club/20250209-4.html

東京豊新LC 2025.02.14

https://330a.jp/club/20250214-1.html

東京蒼天LC

多摩市立聖ヶ丘小学校にて
薬物乱用防教室を開催

2025.02.13

https://330a.jp/club/20250215-1.html

東京渋谷LC

薬物乱用防止教室
渋谷区立長谷戸小学校

2025.02.15

新宿区立余丁町小学校にて
薬物乱用防教室を開催
https://330a.jp/club/20250216-1.html

東京蒼天LC

2025.02.18

新宿区立落合第四小学校
薬物乱用防教室を開催
https://330a.jp/club/20250219-1.html

東京蒼天LC 2025.02.03

薬物乱用防止活動 継続25周年を記念し
玉川警察署へ電動自転車寄贈
https://330a.jp/club/20250217-1.html

東京玉川LC
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CLUB ACTIVITY
2025.05.10  予告PR

神社de献血 in 桜神宮

https://330a.jp/club/20250221-1.html

東京玉川LC 2025.03.29

https://330a.jp/club/20250227-1.html

東京みやこLC

みやこ子ども食堂

2025.02.23

東京八王子中央ライオンズクラブユースセミナー

https://330a.jp/club/20250228-1.html

東京八王子中央LC 2025.02.27

https://330a.jp/club/20250228-2.html

東京蒼天LC

多摩市立北諏訪小学校薬物乱用防教室を開催

2025.03.09

https://330a.jp/club/20250228-4.html

東京新都心LC

防災フェア&チャリティーと献血・骨髄ドナー登録

2025.03.04

渋谷区立笹塚中学薬物乱用防止教室

https://330a.jp/club/20250305-1.html

東京渋谷LC
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2025.03.02

https://330a.jp/club/20250305-2.html

東京柳橋LC

CLUB ACTIVITY

2025.02.2６

https://330a.jp/club/20250305-4.html

東京小金井LC

2025.03.04

https://330a.jp/club/20250305-3.html

東京豊新LC

2025.02.23

https://330a.jp/club/20250308-1.html

東京城東LC

2025.02.22

https://330a.jp/club/20250306-1.html

東京小金井LC

2025.03.05

https://330a.jp/club/20250310-2.html

東京江戸川南LC

東京マラソン2025沿道応援

清掃活動

献血活動

YCE生(春)派遣壮行会、大船渡山林火災支援
3月度第一例会

青少年健全育成支援チャリティーゴルフコンペ

大船渡市 山火事緊急支援募金活動を行いました
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2025.03.09

https://330a.jp/club/20250312-1.html

東京渋谷LC

CLUB ACTIVITY

2025.03.09

https://330a.jp/club/20250313-1.html

東京蒼天LC

2025.03.04 - 11

https://330a.jp/club/20250312-2.html

東京玉川LC

2025.03.13

https://330a.jp/club/20250318-1.html

東京小金井LC

2025.03.09

hhttps://330a.jp/club/20250317-1.html

東京新都心LC

2025.03.18

hhttps://330a.jp/club/20250320-1.html

東京渋谷LC

第14回防災フェア&チャリティイベント参加

防災フェア&チャリティーと献血・骨髄ドナー登録

新入学児童へのランドセルカバー贈呈

薬物乱用防止講習会開催

新宿中央公園「水の広場」
防災フェア&チャリティイベント参加

渋谷区役所で献血推進活動
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2025.03.10

リジョン・ゾーン再編成について
第3回キャビネット会議
https://330a.jp/cab/20240625-1.html

CABINET / COMMITTEE

2025.02.25

海外支援事業セミナー

https://330a.jp/committee/20250228-3.html

2025.02.02

LCIF支援チャリティーボウリング大会

https://330a.jp/committee/20250223-1.html

2025.02.28

GST献血・献眼・献腎・骨髄移植セミナー開催

https://330a.jp/committee/20250301-1.html

2025.11.15 - 26  予告PR

2025デフリンピック開催まで約8か月
(競技・会場はどこなの?)
https://330a.jp/committee/20250228-5.html

国際協調・友好委員会

GST献血・献眼・献腎・骨髄移植委員会

広報・ＩＴ委員会

LCIF委員会



編集後記 
私の所属する東京葵 LC では毎年春のよき日、3 月最後の週末に、千鳥ヶ淵にある戦没者慰霊墓苑
にて戦没者慰霊式典を行ってきました。もう半世紀を超えて先輩方が続けてきたものを引き継い
でいます。 式典のたび、先の大戦を振り返り、平和への祈りをさらに強めています。私も含め、
戦争については全く知らない世代ばかりとなりましたが、先輩方の思いが風化しないよう、クラ
ブ内での歴史や世界情勢の学びも深めていきたいと考えています。 さて、この会場である千鳥ヶ
淵戦没者慰霊墓苑なのですが、ここに九段下駅から参りますと道中に素敵な桜の並木があります。
これらの桜は歴史的にも非常に意義深く、かつ市民にも毎年お花見のシーズンに親しまれる大切
な遺産です。 この桜も戦後まもなく植えられたソメイヨシノで、樹齢約 70 年となっています。こ
れらの桜を守るために千代田区の「千代田区さくら基金」があり、我がクラブではこちらも長く
サポートさせていただいています。他にも子供たちのサポートを行っており、社会奉仕でつながっ
た大切な仲間の絆で、これらをこれからも長く続けていくために取り組んでいきたいと考えてい 
ます。 写真に採用していただいた祭壇はこの慰霊式典の祭壇です。ここまで読んでいただいた方
には、これがさまざまなものを象徴していることが分かっていただけるのではないでしょうか。 
この戦没者慰霊式典には今年もたくさんの方に来ていただくことができました。 ライオンズクラ
ブはクラブ単体での活動を超えて we serve の精神があります、そして今期カバ ナーズ・スロー
ガンの、「いつでも」「どこでも」「誰とでも」できる奉仕活動ということを考えると、まさにこれ
ら個々のクラブでの活動と、さらにそれを超えた連携がライオンズクラブで活動をしている本懐
ではないでしょうか。 私は、振り返るともう何年もお世話になっている広報・IT 委員会の皆さん
とも同じように、他では得られない信頼関係が築けていることを感じています。 このような思い
を書かせていただく機会を頂けたこともそのひとつだと考えています。 これを読んでいただいた
方にもぜひ一緒にこう言ったことを考え、話して、ときには飲み明かしたり出来たらきっとこれ
からの日本はもっと良い社会になるのではないかと思います。同じように感じていただいた方、
ぜひお声がけいただきたいです。 このお願いをもって編集後記の結びとさせていただきます。 
ありがとうございます。

東京葵 LC  L 大和田 博道
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